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＜概要＞ 

 大阪平野の地下を構成する厚さ数100～1500mに及ぶ地層（第四紀層）に挟まれるいくつかの連続性の良い

地層について地質図・ボーリング資料から分布状況を把握した。集約した資料は、各地層の下面標高分布の

250M メッシュの DEMデータとしてファイル化している。 

 
 DEMデータとしてファイル化されている層準は以下のとおり 

第四紀層の基底面(基盤岩上面)、Ma-1 層下面(第四紀層を 2 分する境界となる層準、Ma は海成粘土層の

略)、Ma3 層下面、Ma6 層下面、Ma9 層下面、Ma10層下面、第二天満層下面（Ma12/Ma11層間の砂礫層）、第

二洪積砂礫層下面、DG2層）、Ma12層下面、天満層下面(第一洪積砂礫層、DG1層)、沖積層下面、Ma13層下

面、沖積層上部砂層下面、地表面の１３層準 
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＜アピールポイント＞ 

 大阪平野とその周辺丘陵地に至る地層分布は、これまで丘陵地や台地での詳細な地質調査に基づいて、地

質図としてまとめられており、これに加えて、平野地下では深層ボーリング(層序ボーリング)や反射法地震探査

の断面図が公開されていて、これらをもとに地層の分布状況をまとめたものである。大阪平野地下の汎用性の

ある地下の 3次元的な各種解析に活用することが可能である。 

＜利用・用途・応用分野＞ 

・大阪平野地下の地盤特性の解析（地震応答解析、地下水流動解析など）の空間情報として活用可能 

＜関連する知的財産権＞ 

 なし 

＜関連するＵＲＬ＞ 

 なし 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

 地盤に関わる 3次元空間情報処理 
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